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幼　児・小学生
中学生・高校生

 のための書道誌
 

令和４年
（2022年）

（学生書壇）

公益財団法人　書壇院

は
、昔
か
ら
の
書
壇
院
の
マ
ー
ク
で
す
。中
の
鳥
は
鵞
鳥
で
す
。書
聖
王

羲
之
が
、鵞
鳥
を
と
て
も
愛
し
た
事
に
由
来
し
ま
す
。

公益財団法人書壇院は、書道の研究、教育、普及によって、書道芸術を通し、人格を高めることを目指しています。

表
紙
の
画
像
石
（
崑
崙
山
、二
桃
三
士
、孔
子
・
老
子
会
見
図
）

　
表
紙
の
画
は
、
五
段
に
分
か
れ
て
い
て
、
大
き
さ
は
95×

130
㎝
あ
り
ま
す
。

全
体
に
多
く
の
人
や
動
物
が
大
変
細
か
く
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
上
段
は
西
王
母
が
住
む
仙
界
で
あ
る
崑
崙
山
の
風
景
で
、
以
下
の
四

段
は
儒
教
的
教
訓
を
歴
史
の
故
事
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
画
で
す
。
崑
崙

山
と
は
、
中
国
の
西
方
に
そ
び
え
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
伝
説
の
山

で
す
。
不
老
不
死
の
仙
草
・
仙
薬
が
あ
る
等
、
物
語
の
中
の
女
神
や
仙
人
、

い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
段
目
は
「
二
桃
三
士
」
の
話

に
基
づ
い
て
、
仁
義
を
命
よ
り
重
ん
じ
て
英
雄
視
さ
れ
た
武
人
の
図
、
三

段
目
は
、
孔
子
が
弟
子
達
を
連
れ
て
洛
陽
へ
老
子
に
会
い
に
行
っ
た
場
面

の
「
孔
子
・
老
子
会
見
図
」。
四
段
目
、
五
段
目
は
孝
子
図
の
よ
う
で
す
が
、

文
字
が
不
鮮
明
で
何
の
話
か
は
不
明
で
す
。

昔
、
中
国
で
は
、
身
分
の
高
い
人
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
遺
族
は
地
下
に
石

室
な
ど
の
お
墓
を
つ
く
り
ま
し
た
。
石
室
の
壁
面
に
は
生
前
の
豪
華
な
生
活

の
様
子
や
想
像
上
の
鳥
や
像
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
死
後
も
そ
の
よ
う

な
生
活
を
願
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
墓
を
現
在
で
は

「
画
像
石
墓
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
ん
ろ
ん
ざ
ん

こ
う
し

ろ
う
し

7
 月号

昭
和
二
十
五
年
六
月
八
日 

（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
四
年
六
月
十
五
日
印
刷
納
本
　

令
和
四
年
六
月
二
十
五
日
発
　
行

（
毎
月
一
回
二
十
五
日
発
行
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

巻
　
　
　
　 

　
第
七
号
　
　
　 

　
第

号

昭
和
二
十
五
年
六
月
八
日 

（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
四
年
六
月
十
五
日
印
刷
納
本
　

令
和
四
年
六
月
二
十
五
日
発
　
行

（
毎
月
一
回
二
十
五
日
発
行
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

巻
　
　
　
　 

　
第
七
号
　
　
　 

　
第

号
　
　
　 

　
定
価
四
五
〇
円 

（
送
料
込
）

七
十
三

七
十
三

八
六
七

八
六
七

①紺 c100m60k20
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泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

書
壇
院
案
内
図

◎
東
京
メ
ト
ロ
　�「
神
谷
町
」（
日
比
谷
線
）	

徒
歩
5
分�

「
六
本
木
一丁
目
」（
南
北
線
）	徒
歩
7
分

〜
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
〜

　部
数
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
前
月
の
末
日
ま
で
に
書

壇
院
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
と
前
号
の

部
数
で
発
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す

　誌
代
切
れ
に
な
り
ま
す
と  

継
続
の
お
願
い
の
文
書
と

郵
便
払
込
取
扱
用
紙
を
同
封
致
し
ま
す
。

　こ
の
文
書
の
入
っ
て
い
た
方
で
、次
月
号
以
降
ご
継
続

さ
れ
る
場
合
は
払
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
ご
送
金
下
さ
い
。

　な
お
契
約
途
中
で
の
解
約
は
、い
か
な
る
理
由
で
も
ご

返
金
致
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　本
院
の
事
務
取
扱
い
時
間
は
左
の
通
り
で
す
。お
い

で
の
方
、又
、お
電
話
等
は
時
間
内
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で
。

―

日
曜
・
祝
休
日
・
月
曜（
月
曜
が
祝
休
日
の
場
合
は

火
曜
も
休
み
）及
び
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す―

　
　

第
八
十
九
回
書
壇
院
学
生
展
公
募
要
項

　
　
　
　
　
会
　
期 

令
和
四
年
十
一
月�

二
十
六
日
（
土
）〜�

十
二
月
二
日
（
金
）

−

入
場
無
料

−

【
入
場
時
間
】	�

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
三
十
分
（
入
場

は
五
時
ま
で
）

	
�

最
終
日
は
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
二
時

	

（
入
場
は
一
時
三
十
分
ま
で
）

　
　
　
　
　
会
　
場 

上 

野 

公 

園 　

東 

京 

都 

美 

術 

館

　
　
　
　
　
細
　
則 

▽
出
品
者	

高
校
生
以
下
と
す
る
。

▽
出
品
作
品	

�

出
品
は
一
人
一
点
と
し
、
作
品
は
未
表
装
（
書
き

上
げ
の
ま
ま
で
表
装
を
し
な
い
も
の
）
の
こ
と
。

▽
種　
　

別	

漢
字　

か
な

▽
作
品
寸
法	

○
高
校
部	

縦
一
三
四
・
五
～
一
三
五
・
五
㎝

�

　

横
七
〇
㎝（
全
紙
）

			



縦
一
三
四
・
五
～
一
三
五
・
五
㎝

�

横
三
五
㎝（
半
切
）

	

○
中
学
部	

縦
一
三
四
・
五
～
一
三
五
・
五
㎝

�

横
三
五
㎝（
半
切
） 

	

○
小
学
部 	

縦
一
〇
〇
㎝�

横
二
四
㎝

	

（
幼
児
も
含
む
） 

	

―
―
す
べ
て
用
紙
の
寸
法 

―
―

	
�

右
記
の
寸
法
厳
守
の
こ
と
。

▽
出
品
票	

出
品
作
品
に
は
、
出
品
票
を
添
え
る
こ
と
。

▽
鑑
別
料	�

高
校
部	

二
、〇
〇
〇
円

	

小
・
中
学
部	

一
、五
〇
〇
円

	

納
入
〆
切
日
は
八
月
二
十
三
日（
火
）必
着
の
こ
と
。

	
�

納
入
は
書
壇
院
学
生
展
専
用
の
払
込
取
扱
票
（
東

京
〇
〇
一
九
〇
―
九
―
九
一
二
一 

公
益
財
団
法
人

書
壇
院
）
と
す
る
。（
振
替
に
は
一
週
間
程
度
の
日

数
を
要
す
こ
と
に
注
意
）

	�


※
審
査
に
よ
り
銅
賞
以
上
の
入
賞
作
品
を
表
装
し

て
陳
列
す
る
。

	�


納
入
い
た
だ
い
た
料
金
は
原
則
、
返
金
い
た
し
か

ね
ま
す
。

▽
陳
列
諸
費
用	

高
校
部	

五
、〇
〇
〇
円
（
全
紙
）

（
表
装
料
を
含
む
）		

四
、〇
〇
〇
円
（
半
切
）

		


中
学
部	

四
、〇
〇
〇
円

		


小
学
部	

三
、〇
〇
〇
円

		

�

陳
列
諸
費
用
は
、
陳
列
作
品
決
定
後
、
鑑
別
料
と

同
様
に
専
用
の
払
込
取
扱
票
に
よ
り
納
入
の
こ
と
。

		

�

納
入
い
た
だ
い
た
料
金
は
原
則
、
返
金
い
た
し
か

ね
ま
す
。

▽
出
品
締
切	

八
月
二
十
三
日
（
火
）

▽
出
品
宛
先	

�

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
一 

	

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
―
五
―
一
―
一
〇
一 

	

公
益
財
団
法
人
書
壇
院　

書
壇
院
学
生
展
係

	

電
話
〇
三
―
六
七
二
一
―
五
七
〇
一 

▽
作
品
返
送	

�

作
品
、
学
生
展
目
録
、
賞
状
及
び
賞
品
は
、
社
中

責
任
者
あ
て
に
本
院
か
ら
返
送
す
る
。

▽
そ
の
他	�

出
品
作
品
は
本
院
に
お
い
て
務
め
て
保
護
す
る
が
、

不
可
抗
力
の
災
害
に
対
し
て
は
そ
の
責
を
負
わ
な

い
。

　
　

�

※
墨
液
は
表
装
に
適
し
た
物
を
お
使
い
下
さ
い
。（
と
く
に
廉

価
の
も
の
は
墨
が
落
ち
表
装
の
と
き
他
の
作
品
を
汚
し
て
し

ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。
不
明
の
場

合
は
書
壇
院
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。）

　
　
　
　

鑑
別
・
審
査
・
陳
列
・
褒
賞

▽
鑑
別
審
査	

�

鑑
別
、
審
査
に
よ
り
入
賞
し
た
も
の
に
は
賞
状
を

授
与
し
、
書
壇
院
学
生
展
目
録
一
部
を
贈
呈
す
る
。 

▽
褒　
　

賞	
�

優
秀
な
作
品
に
は
推
選
・
特
選
・
金
賞
・
銀
賞
・

銅
賞
を
授
与
す
る
。

	
�

又
副
賞
は
、
例
年
通
り
の
予
定
で
す
。

▽
陳　
　

列	
�

審
査
に
よ
り
銅
賞
以
上
に
入
賞
し
た
作
品
の
み
を

本
院
に
て
取
り
ま
と
め
て
表
装
の
上
、
東
京
都
美

術
館
に
陳
列
す
る
。

▽
そ
の
他	�

審
査
及
び
陳
列
に
対
す
る
異
議
は
受
け
付
け
な
い
。

　
　

�

☆
授
賞
式
は
東
京
都
美
術
館
に
お
い
て
行
う
予
定
。　
　
　

（
決
定
し
だ
い
受
賞
者
本
人
に
連
絡
す
る
）

　

ま
だ
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
中
国
の
新
石
器

時
代
（
紀
元
前
5000
年
頃
―
紀
元
前
2000
年
頃
）
の

陶
器
（
土
を
こ
ね
て
焼
い
た
も
の
）
に
は
、
そ

の
側
面
や
底
部
に
記
号
が
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
を
「
陶
文
」
ま
た
は
「
刻こ
っ

画か
く

符ふ

号ご
う

」

と
呼
び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
「
記
号
」
で
あ
っ
て
「
文
字
」
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
漢

字
の
原
初
の
形
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

図
は
山
東
省
莒り
ょ

県
陵り

ょ
う

陽よ
う

河が

遺い

址し

で
出
土
し
た

灰か
い

陶と
う

尊そ
ん

と
い
う
素
焼
き
の
容
器
に
刻き

ざ

ま
れ
た
も

の
で
、
日
・
月
・
山
と
も
読
め
る
図ず

象し
ょ
う

が
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る

か
は
判わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
記
号

か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て「
こ
と
ば
」を
表あ
ら
わ

す「
文

字
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
文
字
が
使

わ
れ
る
千
年
ほ
ど
前
の
も
の
で
す
。

古
典
へ
の
招
待

新
石
器
時
代
　
刻こ
っ

画か
く

符ふ

号ご
う

灰
陶
尊
　
高
さ
50 

cm
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1

鑑
賞
作
品

「
始
」
︱
高
貞
碑
︱

令
和
四
年

学
生
書
壇
七
月
号 

目
次

古
典
へ
の
招
待
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
２

鑑
賞
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

競
　
書
　
課
　
題

毛
筆
部　

競
書
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

硬
筆
部　

競
書
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

史
晨
碑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８

高
野
切
第
三
種
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８

第
八
六
七
回

　

優
秀
作
品
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

24

バ
ー
コ
ー
ド
券
発
行
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…

26

出
品
の
し
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

27

出
品
票
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

28

学
生
展
公
募
要
項
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
３

　
高こ
う

貞て
い

碑ひ

は
、
北ほ
く

魏ぎ

時
代
（
五
二 

三
）
に
建
て
ら
れ
た
碑
で
す
。
筆

者
は
不
明
で
す
が
、
当
時
の
名
手

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
字
形
は
四
角
形
に
近
く
、
強

さ
と
鋭
さ
を
持
ち
、
洗
練
さ
れ
た

美
し
さ
も
備
え
て
い
ま
す
。
こ
の 

「
始
」
も
整
然
と
し
て
い
ま
す
ね
。

　
点
画
の
特
徴
を
よ
く
見
き
わ
め

て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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2

競 書 課 題（ 7月 15 日締切）船
ふな

山
やま

春
しゅん

洸
こう

先 生 書

幼　

児

小
学
二
年

小
学
一
年

小
学
三
年

毛

筆

部

※
小
学
生
の
級
位
は
硬
筆
部
と
同
じ
で
す
。

※
出
品
の
し
か
た
は
27
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

02-05_競書課題毛筆_22_07.indd   202-05_競書課題毛筆_22_07.indd   2 2022/06/06   16:46:432022/06/06   16:46:43



3

競 書 課 題（ 7月 15 日締切）片
かた

野
の

錦
きん

秋
しゅう

先 生 書

小
学
四
年

小
学
六
年

小
学
五
年

中
学
一
年　

―
楷
書
―
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4

競 書 課 題（ 7月 15 日締切）横
よこ

山
やま

菁
せい

絢
けん

先 生 書

中
学
二
年　

―
楷
書
―

高
　
校
　
―
臨
書
―
　

中
学
三
年　

―
楷
書
―

漢
字　
課
題
説
明

高
校

史し

晨し
ん

碑ひ

　
桐
車
馬
於
瀆
上

　

史
晨
碑
は
後
漢
の
隷
書
碑
で
、
建
寧
二
年
（
一
六
九
）
に
魯
相
の
史
晨

が
孔
子
廟
で
盛
大
に
祭
典
を
行
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
。
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5

酒
さか

井
い

真
ま

波
なみ

先 生 臨

競 書 課 題（ 7月 15 日締切）
か
な　

高
校　

高
野
切
第
三
種
（
８
頁
参
照
）

高
校

い
つ
し
か可

と　

ま
た
ぐ
こ
ゝ
ろ
を　

は
ぎ
に尓

あ
げ
て弖

あ
ま
の能

か可

は
ら
を　

け
ふ
や
わ
た多

ら
む

〔
解
釈
〕

　

は
や
く
逢
い
た
い
と
、
は
や
る
気
持
ち
で
、
ま
る
見
え
に
な
る
ほ
ど
脛

ま
で
ま
く
り
あ
げ
、
一
日
早
い
け
れ
ど
、
天
の
川
を
今
日
の
う
ち
に
渡
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
文
字
の
幅
、
連
綿
の
長
短
を
よ
く
見
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

か
な　

中
学

平
ひら

井
い

侗
なお

子
こ

先 生 書

か
な　
課
題
釈
文
・
解
説

中
学

う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え
て

　

字
数
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
よ
り
小
さ
め
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

う
・
ゐ
・
の
・
お
＝
右
肩
を
ま
わ
す
時
は
、筆
が
右
側
に
傾
か
な
い
よ
う
に
。

　

ま
＝
三
筆
目
は
し
な
や
か
に
。

　

ふ
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
点
の
位
置
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。

　

て
＝
折
り
返
す
強
さ
が
大
切
で
す
。
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6

競 書 課 題（ 7月 15 日締切）岩
いわ

田
た

佳
か

香
こう

先 生 書

幼　

児

小
学
二
年

小
学
一
年

小
学
三
年

硬

筆

部

※
小
学
生
の
級
位
は
毛
筆
部
と
同
じ
で
す
。

※
え
ん
ぴ
つ
で
書
い
て
下
さ
い
。
出
品
の
し
か
た
は
27
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
指
定
用
紙
〔
500
枚
二
四
〇
〇
円
〕
は
榮
豊
齋
で
購
入
し
て
下
さ
い
。

※
用
紙
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
原
寸
〔
100
％
〕
で
、
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
５
版
〔
タ
テ
21.0
㎝
×
ヨ
コ
14.8
㎝
〕
に
な
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。（
Ａ
５
サ
イ
ズ
と
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
半
分
で
す
）
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7

競 書 課 題（ 7月 15 日締切）設
し た ら

楽清
せい

玉
ぎょく

先 生 書

小
学
四
年

小
学
六
年

小
学
五
年

中
学
・
高
校
（
段
・
級
は
つ
き
ま
せ
ん
）　

―
楷
書
―

（
細
字
用
サ
イ
ン
ペ
ン
使
用
）学
年
を
入
れ
ま
し
ょ
う（
例　

中
一
・
高
二
）。
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